
令和4年 1１月２日 

関係のみなさまへ 

日本防災士会・新潟県支部 事務局 成川一正 

 

 

 

 

10月 29日（土）子どもたちがコロナ禍でも楽しむことができるスポーツや遊びを提供すると

ともに、障がいのある人もない人も、どの世代の人も楽しんで参加でき、エコリサイクル（資源分別

学習）や防災、防犯意識の向上を目指した新潟市のあきまつりイベントに出展しました。 

警察署、消防署、社会福祉協議会、日本赤十字、スポーツ協会、大学、高校、福祉施設など３２団体 

■概要 

日 時：令和4年 10月 29日（日） 9 時 00分～正午 

会 場：新潟市みどりと森の運動公園（新潟県支部とご協力者様は、フットサルコートが会場） 

実施者：日本防災士会・新潟県支部 13名 協力スタッフ 15名 

ご協力：NHK新潟放送局様、日本公衆電話会様、株式会社明治様、新潟市動物愛護推進員様 

    新潟市食生活改善推進委員協議会様 

来場者：1200名 来場者アンケート回答：85組（約 200名） 

■イベント内容 

①液状化現象の実験 ②防災用品記憶力クイズ ③ＡＲ（拡張現実）水害体験 ④ＴＫＢ72 

⑤防災〇Xマンクイズ ⑥乳幼児向け防災品の展示と液体ミルク ⑦防災キャンプ  

⑧パッククッキング ⑨公衆電話の使い方体験 ⑩ハザードマップと災害情報収集 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟市 西区ふれあい・あきまつり 2022に出展 

液状化実験 防災キャンプ 

新潟地震を風化させないプロジェクト 防災〇Xマンクイズ 


